
  

 

 

２０世紀北欧のデザインの巨匠 

「スティグ・リンドベリ展」解説と鑑賞会  令和８年 8 月 4 日（火）

開催 

 
いわき支部企画による、スェーデンのデザイナー、陶芸家の

「スティグ・リンドベリ展」の解説と鑑賞の会を開催。 

始めにセミナー室で学芸員の徳永祐樹氏による解説を聞き

その後、鑑賞しました。一度は見たことのある葉っぱのデザ

インのシリーズ「ベルサ」。ベルサは緑に囲まれたあずま屋を

意味していて 1960～1974 まで１４年間のみ作られました。

今見ても新鮮な感じがします。テーブルウェア―はもちろん

ですが、アートピース、テキスタイル、図版も魅力的でした。 

実用的な「テルマ」シリーズそのまま

テーブルに出してもおしゃれ 

学芸員徳永祐樹氏のセミナー 

「スプリングガレ」シリーズ

大きな馬 


